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2010.01.06　東大農学部3号館105B会議室	


薬剤師国家試験	


受験資格	


４年次	


薬科学科卒業 	


学部教育�

修士課程
（2年）	


1~3 年次	


共用試験�

病院・薬局実習	


卒業研究�など�

５~６ 年次	


実務実習の���
ための	


事前実習	


など�

薬学科卒業 	


（※）	


（※）：平成29年度入学生までの経過措置	


薬学科、薬科学科	

共通カリキュラム 	


卒業研究�など�

（※）	


（病院・薬局実習等）	


博士課程（4年）	


修士課程	

（2年）	


２年間の科目履修
（病院・薬局実習等）�

薬剤師	


薬剤師、修士	


薬剤師、博士	


大学院	


博士課程
（4年）	


薬剤師、博士	


理事会	
 

CBT部門	



CBT問題委員会*	


CBT実施委員会	


システム検討委員会	
 

OSCE部門	



OSCE内容・体制委員会*	


（旧OSCEトライアル委員会）	



OSCE実施委員会	
 

試験統括・広報部門	
 

試験統括委員会	
 
広報委員会	
 

全国薬科大学長・薬学部長会議	
 

総務部門	



総務委員会	


財務委員会	
 

・ *の委員会は日本薬学会との協力のもとに運営されている。	


・	
 コンピューターシステムは東京理科大学との協力のもとに運営されている。	


・ CBT部門に問題管理委員会を設置（平成21年8月頃）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
 　　	
 

薬学共用試験センター	
 

運営委員会・事務局	
 

「共用試験」  
P.182-184 

100Mbps 暗号化通信	


• 受験者申請 

• 受験者IDの自動取得 

• 試験問題は自動取得 

• 結果の送付	


試験監督者：各試験室	


管理者：各大学	


受験用PC 
受験生：各試験室	
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CBT (Computer Based Testing)  

受験生：１大学1日当たり250名まで	


ログイン	


チュートリアル	

9:00~9:30	
 5題（練習問題）	


ゾーン１	
 9:30~11:30	
 105題	


昼食	
 11:30~12:30	
 ̶	


ゾーン２	
 12:30~14:30	
 105題	


休憩	
 14:30~15:00	
 ̶	


ゾーン３	
 15:00~17:00	
 100題	


「共用試験」  
P.5　表2-2 

「共用試験」  
P.5　表2-1 
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基本的な問題（全国の平均正答率が80％以上と予想される問題） 
　第1・2期：各大学240問、 990 SBOs を対象に問題作成	


　第3期：各大学90問、問題数4題以下の456 SBOs を対象に問題
作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P.11 表2-4	



・問題精選作業　第1ステップ～第3ステップ　 P.11-13	


・問題不足SBO数　 P.11 表2-7	


・トライアル実施　 P.15-24	


　　配付マニュアル類、メモ用紙（第2回トライアルから）	


　　受験票	


・試験結果の解析 　P.25-31　	


　　基礎系問題の正答率が低い → メモ用紙の使用	


　　採用問題：正答率20～95%、項目識別力0.3以上 	


　　現在の保有問題数　8618問	



「共用試験」 P.11-14 

体験版CBTを含む全てのマニュアルはセンターサーバからダウン
ロードして使用　　　　　　　「共用試験」 P.15-16 

受験生がPCの操作に慣れることを目的として、体験版CBTを配付	


（トライアルごとに改訂版を試した）。　（デモ）	



トライアルごとに、受験生向けおよび試験監督者向けアンケートを
実施　→　受験用システムの改良 　　　　「共用試験」 P.32-41	



6年制の一期生に対しては、平成21年夏に「CBT体験受験」を実施。	


310問中、210問を全受験生の同一問題とすることで、各学生の全
国レベルの把握。また、一部を既出問題とすることで、過去のトライ
アルとの成績の比較。	



その他の問題点　 「共用試験」 P.42-53 

・異なるSBOに類似問題、法律・条例・日本薬局方などの改正、	


医薬品名の表記法の変更　→　問題管理委員会	


平成21年度出題問題の全て（約2000題）を目視チェック	



・トライアル、体験受験、（本試験）の正答率	



・SBOの見直し・統廃合：モデル・コアカリキュラムはCBTを意識せ
ずに作成されたため、出題しにくいSBOが存在する 

・試験問題は全て暗号化してある。各ゾーン開始時には、ゾーン・パ
スワードを入力。 

・受験用PC内の問題や解答情報は、ゾーン終了時に全て消去され
る。	


・モニター員の派遣：公正な試験の実施 

・各大学の成績開示と薬学評価機構　 

・今後：連問　動画など 

・新薬剤師国家試験もモデル・コアカリキュラムに従って出題さ
れる予定。	


平均正答率　全国：55%	


平均正答率　全国：60%	


平均正答率　全国：66%	


平均正答率　全国：60%	


薬学共用試験センター	

http://www.phcat.or.jp/	

Pharmaceutical Common Achievement Tests Organization 
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アセトアミノフェンの構造式として正しいのはどれか。	


正解�1�

問題例：実際には出題されません！�

視床の位置は１～５のうちのどれか。	


１	


２	


３	


４	


５	


正解　２　	


問題例：実際には出題されません！�

医療行為に関する適切な説明をしたあとに患者	


の自由意思よる同意を得ることを何というか。	


１　セカンドオピニオン	


２　リビングウィル	


３　インフォームドコンセント	


４　クオリティ オブ ライフ（QOL）	


５　パターナリズム	


正解�3��

問題例：実際には出題されません！�


